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《標準的な教育テキスト（中間案）について》 

 
 

消防庁特殊災害室 
 
 

１．中間素案（旧）から中間案（新）への変更点について 

 
●第１章「安全管理」第３節１（２）・・・Ｐ１１ 
 
変更点：「補完」について表現を変更した。 
 

・（旧） 装備を過信せず、あくまでも補完するものであるという前提で活動

するという意識付けが必要です。 

 
・（新） 装備に過信せず、適切に使いこなすものとして活用する意識付けが

必要です。 
 

（旧）                 （新） 
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●第２章「火災の性状」第２節７・・・Ｐ２９ 
 

変更点：インナーフロートタンクについて、消防法の用語に統一した。 
 
・（旧） 固定屋根付き浮き蓋式屋外貯蔵タンク 
 
・（新） 浮き蓋付きの屋外貯蔵タンク 

（旧）              （新） 

    
 

●第３章「防災活動」第１節１（１）～（４）・・・Ｐ３４ 
 

変更点：石災法に合わせた表現にした。「事故」は使用しない。 
 
・（旧） 事故、異常現象等の種別 
 
・（新） 異常現象等の種別 

（旧）               （新） 
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●第３章「防災活動」第１節６・・・Ｐ３５ 
 

変更点：指揮系統図を削除した。 
 
・（旧） 図３－１－１指揮系統図 
 
・（新） 削除 

（旧）                （新） 

     
 
●第４章「消火及び除去方法」第３節１・・・Ｐ５２ 

 
変更点：「ヒトにおける知見」を追記した。 

 
・（旧） 記載なし 
 
・（新） ヒトにおける知見 

ヒトの事故事例等を基礎として毒性の検討を行い、判定を行います。 
（旧）             （新） 
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●第７章「防災資機材」第５節３・・・Ｐ９１ 
 

変更点：「可搬式泡放水銃」について説明を追記した。 
 

・（旧） 記載なし 
 
・（新） 写真付き説明を追記 
 

（新） 
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●第７章「防災資機材」第９節４・・・Ｐ１０３ 
 

変更点：「媒介金具」について追記した。 
 

・（旧） 記載なし 
 
・（新） 媒介金具 

消防ホースには、消防用自動車や消火用屋外給水施設の消火栓と接続

するための金具が取り付けられています。消防用ホースは、用途や種類

によって金具の口径が異なるため、事業所内の消防水利調査を行い、消

防用自動車に積載している消防用ホースの口径又は結合金具と異なる

水利については、あらかじめ媒介金具を準備しておきます。 
 

（新） 
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●第７章「防災資機材」第９節５・・・Ｐ１０４ 
 

変更点：消防ホースの取り扱い上の注意事項について追記した。 
 

・（旧） 記載なし 
 
・（新） 写真付きで説明を追記 

 
（新） 
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●第７章「防災資機材」第 13節・・・Ｐ１１２ 

 
変更点：「性能試験」について表現を変更した。 
 

・（旧） 国土交通省の定めた性能試験 
 
・（新） 国土交通省の定めた油回収能力認定試験 

（旧）               （新） 

    
 

●第８章「防災活動要領」第８節１・・・Ｐ１３１ 

 
変更点：施設の設置者等の義務について内容を変更した。 
 

・（旧） 施設の設置者等に対して、応急措置、防除措置及び防除協力の義務

を課しています。 
 
・（新） 施設の管理者等に対して排出油等の防除のための応急措置を、また、

施設の設置者等に対して防除措置を義務付けています。 
 

（旧）                （新） 
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●第８章「防災活動要領」第８節２（１）・・・Ｐ１３３ 

 
変更点：「油処理剤」について説明内容を変更した。 
 

・（旧） 海防法上の型式承認を受けた法定備付資材である国家検定合格品の

薬剤です。 
 
・（新） 海防法上の型式承認を受けた法定備付資材である「国家検定合格品」

と表示された薬剤です。 
 

（旧）                （新） 
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●第８章「防災活動要領」第８節１（１）・・・Ｐ１３４ 

 
変更点：キシレンの一般的な対応手法を追記した。 
 

・（旧） 記載なし 
 
・（新） キシレンの海上流出時の措置としては、まずはガス検知を実施し、

ガスが周囲に及ぼすことを防止します。その後、ガスの蒸発を抑える

必要がある場合には、高発泡で海面を覆うとともに、吸収性ポリマー

やゲル剤を風上から散布し固形化した後、ガスの発生がなくなったこ

とを確認後、回収ネット等で回収することになります。 
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２．今後の課題について 

 
●第２章「火災の性状」第１節・・・Ｐ２１ 

 

課 題：第４章第１節と記載内容が重複している。 

 

（第２章「火災の性状」）      （第４章「消火及び除去方法」） 
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●第６章「特定防災施設」第１節・・・Ｐ６９ 

 

課 題：流出油等防止堤と防油堤、通路横断、水抜き弁等の配置を示す配置

図等が必要。 

 

 
 

●第７章「防災資機材」第８節・・・Ｐ１０１ 

 

課 題：高圧ガス保安法の防消火設備についての記載が必要。 
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●第７章「防災資機材」第 10節・・・Ｐ１０７ 

 

課 題：第６章第２節の「消火用屋外給水施設」と記載内容が重複している。

自然水利等について記載する。 

 

 

（第６章「特定防災施設」）        （第７章「防災資機材」） 
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●第７章「防災資機材」第 11節・・・Ｐ１０８ 

 

課 題：泡消火薬剤及び泡消火剤の用語について使い方を整理する。また、

それらの薬剤を混合することに伴うリスク及び禁止事項等につい

て記載する。 
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●第９章「防災資機材」第７節５（１）、（２）・・・Ｐ１５３ 

 

課 題：体験訓練のモデル図及び写真について、詳細な説明を追記する。 

 



 

 
 


